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イベント概要 

 
[企業名]  マネックスグループ株式会社  

 

[企業 ID]  8698 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2024年 3月期第 1四半期決算 アナリスト向け説明会  

 

[決算期]  2024年度 第 1四半期  

 

[日程]   2023年 7月 28日  

 

[ページ数]  37 

  

[時間]   18:00 – 18:44 

（合計：44分、登壇：27分、質疑応答：17分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2名 

取締役会議長 代表執行役会長  

松本 大 （以下、松本） 
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取締役 兼 代表執行役社長 CEO  

清明 祐子（以下、清明） 

 

[アナリスト名]* SMBC日興証券  原 貴之 

モルガン・スタンレーMUFG証券   

    長坂 美亜 

UBS証券   岡田 大毅 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asiaが特定出来たものに限る 
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登壇 

 

松本：皆様、こんにちは。今日は、マネックスグループの 24年 3月期第 1四半期の決算発表説明

になります。 

全部まとめて清明から説明をしたいと思いますけれども、最初にちょっと簡単に、概観というか雑

感を申し上げますと、アメリカ・日本がいいバランスでしっかりと利益を伸ばしておりまして、

EBITDA も着実に増えていると。日本が一番、増収増益で調子がいいのですけれども、その中を見

ると、アセマネモデル化がしっかりと進んでいると。 

なので、グローバルな事業分散と、あとは日本におけるアセマネモデル化が着実に進んでいて、全

体として大変いい決算になったと考えております。 

では、詳しい内容は清明からご案内を申し上げて、そのあとに二人で質問にお答えしてまいりたい

と存じます。 

 

清明：あらためまして、マネックスグループの清明でございます。よろしくお願いいたします。資
料にのっとって説明させていただきたいと思います。 
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まず最初、EBITDAの推移についてご説明させていただければと思います。今、松本からもご説明

させていただきましたが、非常に力強い EBITDA出せたかなと思っております。大変よい決算だっ

たと振り返っておりますけれども、第 1四半期、連結の EBITDA、56.7億円という形になりまし

た。これ、グラフを見ていただいてもお分かりになりますとおり、ずっと右肩上がりで成長してき

ている形になっております。 

米国セグメントで戦略を転換しましたのが、2023年 3月期、この第 2四半期、36.7億円の修正

EBITDA、このときがアメリカで戦略転換を図ったときでございまして、こことの比較においても

55%ほど、この当四半期の EBITDA、伸ばした形になっております。 

要因としましては、やはり日本セグメント、こちら、これまで進めてきたアセマネモデルにおける

成果が出てきている上に、第 1四半期につきましては、日本株の株式市場が非常に活況だったた

め、日本株の手数料も上に乗っかった形になります。で、大幅増益という形になりました。 

また、米国セグメント、こちら青いグラフですね。見ていただいても維持しております。要因はこ

れも二つありまして、高金利環境下にございますので、顧客資金、顧客キャッシュの運用益が安定

的に推移しているのと、それからボラティリティが下がる中でも、トレードステーションのターゲ

ット顧客であるアクティブトレーダーが取引を継続していることもありまして、取引関連手数料も

維持できたということから、この日米が大きく成長している形です。 

そして、クリプトアセット事業セグメントは、引き続きコストコントロールをしっかりしておりま

して、結果、連結 EBITDAは 57億円という形です。日本とアメリカだけで、この期ですでに年間

ベースで 220億円の EBITDA を出せておりまして、ここにクリプト事業、今、足元マーケットが

少し回復基調にございますが、こちらがアップサイドという形で私ども捉えておりまして、力強い

決算になっていると考えております。 
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個別に、日、米、クリプトの業績ですけれども、こちら日本になります。ちょっと見づらいかもし

れないんですけれども、折れ線グラフが営業利益でございます。日本株の手数料以外の収益、ずっ

とアセマネモデル、ちょっと伸ばしてきてたわけなんですけれども、ここが着実に伸びているとこ

ろに、さらに日本株の手数料が乗っかったという形になりまして、増収増益となっております。 
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アメリカ、一方で、堅実に底堅く収益、利益ともに維持できています。これはグラフでいいますと

ころの、この上の濃い青。こちらが米ドルの預り金の運用益になりますけれども、こちら、しっか

りと高金利環境下ですので、安定的に収益が上がっています。それと同時に、少し薄いブルーです

ね。トレーディング関連収益も、第 1四半期ほぼ維持できておりますので、収益は維持、営業利益

もほぼ維持という形になっております。 

 

クリプトアセットセグメントですね。こちら収益は、前四半期は IEOの収益がございましたの

で、当四半期は IEOの収益が剥落しています。それから、まだまだちょっとお客様の取引、戻り

きっていないところがありまして、トレーディング損益のところが伸びきらず、だいたい前四半期

並みとなりました。そんな中、コストは適切にコントロールしているんですけれども、ややマイナ

スという形での結果となっております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

7 
 

 

少し、金利の影響につきましてご説明させていただければと思います。 

ご案内のとおり、日本セグメント、マネックス証券とトレードステーションにおきまして、お客様

からの米ドル預り金がございまして、これを運用しており、その運用益は私どもに帰属する形にな

っております。 

その運用の原資となっているお客様の預り金は、安定的に推移しておりまして、こちらに記載ござ

いますけれども、日本セグメント、マネックス証券では約 7億ドル、米国セグメントにつきまして

は 6月末時点で 25億ドル、これを運用させていただいております。金利がまだこの第 1クォータ

ーも、ちょっと上昇したというのもありまして、しっかりと金融収支がグラフのとおり維持できて

いる。若干増えた形になっております。 

なお、後ほど出てきますが、米国セグメントにつきましては将来的に金利が下降局面になっても、

安定的な収益を見込みたいということもあり、ポートフォリオを少し固定化比率を上げてきていま

す。6月中にめどとしておりましたが、だいたい変動金利と固定金利での運用割合が 50：50とな

ってきておりまして、だいたいこの辺り維持しようかなと思っております。 

従いまして、今後、金利が下がってきたときにはもうすでに固定化されている部分がありますの

で、金融収支を維持できる形で、安定的な収益を引き続き見込んでおります。 
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それぞれのグループの事業方針です。マネックス証券、トレードステーション、それからコインチ

ェック、それぞれの戦略に基づきまして、企業価値の向上を今、進めております。 

ここに、次に強化しているのが、やはりアセマネ事業、運用事業でございまして、後ほど説明しま

すが、マネックス、アセットマネジメントの運用残高、AUM は堅調に伸びてきている形になりま

す。 
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少し数字のご説明をさせていただきますと、こちら連結の PLになります。 

こちら、前四半期との比較でございますけれども、前四半期との比較で、収益につきましては 6%

増の 202億 300万円になっております。税前利益につきましては、前四半期比 29%増の 28億円で

す。親会社の所有者に帰属する四半期利益は、24億円、66%増になっております。 

 

セグメント別で見ましたのが、こちら 13ページでございます。 

増収増益を牽引したのは日本セグメントでございます。それから米国も好調でございました。クリ

プトアセットにつきましては、申し上げましたとおり、IEOが今回なかったということもございま

して、減収減益となった形になります。 
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少し、収益と費用を主要 3セグメントを見ていきますと、まず日本。14ページになります。 

こちら、どの商品サービスも伸びたというのが、この第 1クォーターでございました。下から委託

手数料も増収になっております。これを牽引したのが日本株の手数料。日本株の株式市場、活況で

したので、日本株の手数料が伸びました。 

それから金融収支、下から 2段目ですね。こちらも増えておりますが、貸株や信用、それから米ド

ル預り金の運用なんかも加わりまして、金融収支も増えました。FXも増加になっておりますし、

それから何よりも、投資信託関連収益も 3億円ほど前四半期比で増収となっております。 

こちら、もちろん投資信託の残高が増えておりますので、その代行手数料もございますけれども、

いわゆるマネックス・アクティビスト・ファンドの成功報酬も乗っておりまして、こちらが結構大

きかったですね。 

投資顧問料、成功報酬も今期計上されておりますので、全ての商品において増えた形になっており

ます。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

11 
 

 

一方で、日本のコストですけれども、こちらは比較的、適切にコントロールできておりまして、も

ちろん取引が増えておりますので、取引関係費につきましては増加しております。ただ全体として

は販管費の増加幅は 4.6%増という形でとどまっております。 

 

次にアメリカですけれども、こちら収益側から申し上げますと、まず VIXがこの前四半期比で

20%ほど落ち込んでおります。なので、こういった環境下ですと、やはり取引ボリュームが落ちて
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くるんですけれども、トレードステーションにおきましてもやや落ちたんですが、こちらは株式の

ところはプラスになっている形になります。 

なので、全体的に VIX が落ちたほど取引ボリュームが落ちなかった、これはすなわちトレードステ

ーションがターゲット顧客としているアクティブトレーダー層、どのようなマーケットにおいても

なんらかの取引をされる方が増えてきていて、顧客層が着実に底堅くなってきているという形でご

ざいますので、その他の受け入れ手数料と委託手数料、前四半期比ですとやや落ちておりますけれ

ども、VIXの落ち込みと比べると維持できております。 

一方で、金融収支は引き続き増加傾向にございました。こちらは主に、お客様の米ドル預り金の運

用益が、金利の上昇に伴って増えた形になっております。 

 

米国セグメントの費用でございますけれども、前四半期比で見ますと人件費が増えております。こ

ちらにつきましては、年度昇給と長期インセンティブ報酬の導入ということで、それ以外につきま

しては、しっかりコントロールできていると考えております。 
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クリプトアセット事業セグメント、収益側をご覧いただきますと、この右下に販売所売買代金です

とか、ビットコインの価格というのを前四半期比との比較で数字、記載してございます。 

マーケット自体は回復基調にあるものの、まだお客様のお取引が戻りきらないところもありまし

て、販売所の売買代金はだいたい前期と同等という形となりました。従って、トレーディング損

益、ほぼ維持しているんですけれども、ややマイナスになったと。 

一方で、その他が落ちておりますのが、IEOの収益が前四半期に乗っておりましたのが、当四半期

につきましては IEOのプロジェクトがなかったということもございまして、その他の収益が減少

した形です。 
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クリプトアセットセグメントの費用、こちら引き続き適切に、特に広告宣伝費を中心にコストコン

トロールしております。もともと、ずいぶん右肩下がりというか、ずっとコストを抑えてきている

んですけれども、引き続きボトムを意識した形で、マーケットが戻ってきたときにしっかり利益を

出していける体制を整えている、という状況でございます。 

前年同期比は、ちょっと飛ばさせていただきまして、ここから少しビジネスアップデートを簡単に

させていただければと思います。 
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まず日本ですけれども、ずっとアセマネモデルを 3年ほど、2019年の秋から発表いたしまして。

何をやったかというと、「お客様の資産が増えることに資するサービス」を提供していこうという

ことと同時に、残高ベースでの私どもの収益構造で考えてみると、日本株のトランザクションに基

づく取引手数料ではなくて、残高ベースで収益をいただけるような商品サービス、ちゃんと強化し

ていこうという形で、投資信託のサービスですとか、あるいは米国株、グローバル分散でと。ある

いは投資信託も、積立サービス、時間分散でということで、そういったサービスをずっと強化して

おりました。で、預かり資産を増やしていこうと。 

で、増えた預かり資産はお客様にちゃんと儲けてもらうということで、様々なサービスを手がけて

きたんですけれども、その結果、今ここに出しているグラフは、マネックス証券の預かり資産と、

それから日本セグメントの中にあります、マネックス・アセットマネジメントの運用残高、AUM

を足しているんですけれども、日本セグメントの残高、足元 7兆円を超えてきております。 

アセマネモデルを発表したのが 2019年秋ごろですので、そのころ実は 4兆円ぐらいの預かり資産

だったんですね。そこから 3年ちょっとで、3兆円超をプラスにしてきた形になります。ご覧いた

だきますと、もちろん日本株の現物、時価ぶれもありまして、ここも伸びていますけれども、ほか

の外国株ですとか、何よりも投資信託の残高が結構伸びてきている形で、7兆円まで到達しており

ます。 
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そうした結果、収益の構造も着実に変わってきておりまして、オレンジ色というか、グレーが日本

株の手数料になるんですけれども、このオレンジ系の色で棒グラフありますけれども、この下の、

日本株以外の手数料、あるいは金融収益、そういったものが着実に伸びてきたという形です。 

ご案内のとおり、昨年、2022年 3月に日本株の手数料を大幅に引き下げたんですが、それ以外の

手数料や収益が伸びてきておりますので、結果的に収益全体では増収となりましたし、日本株の手

数料の依存度も、長い目で見るとずいぶん減ってきた形になって、着実にアセマネモデルが進捗し

ていると思っております。 
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そんな中、イオン銀行さんとの業務提携を、マネックス証券は発表させていただいております。

2024年 4月にイオン銀行さんの投信信託を保有されているお口座、それから残高が移管されてま

いります。このプロジェクト順調に進んでおります。 

2024年 1月から新 NISA が始まりますけれども、イオン銀行さんのお客様でまだ資産形成されて

ない方、いっぱいいらっしゃいます。そういった方々にイオン銀行さんと連携して、貯蓄から投

資、資産形成を始めていただこうという取り組みも考えておりますので、私どものサービスの提供

というのは、イオン銀行さんを通じて幅広くやっていけるのかなと思っております。 
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次、34ページにつきましては、投資信託のサービスとそれからウェルスマネジメント、IFAビジ

ネスもここ 3年ほどやってきておりますけれども、着実に残高が伸びてきております。3年間で

842億円、IFAとウェルスマネジメント事業の預かり資産は、ここまで伸びてきました。今、静岡

銀行さん等々との連携もさせていただいております。 

 

最後に、日本セグメントの最後、マネックス・アセットマネジメントでございます。 
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こちら、AUM のグラフでございますけれども、足元、7月 24日時点で約 3,100億円の AUM まで

成長してまいりました。1年前と比べますと、2,000億円超、積み上げております。その 2,000億

円超の積み上げの要因となっている、一番大きな要因となっておりますのが、右下にあります機関

投資家/事業法人向け運用でございまして、機関投資家様、地銀等の機関投資家の私募投信という

形で、運用を承っております。 

それから、ロボアドサービス、ON COMPASS、ON COMPASS+、このグラフで見ると少し小さい

んですけれども、着実に伸びてきております。金融庁公表の運用パフォーマンスで、1位、2位を

獲得しておりますので、こういったことが評価をされまして、着実に AUM が伸びてきている形で

す。 

 

アメリカセグメントでございます。こちらは、まず手数料。 

委託手数料および右側はその他の受入手数料の推移でございますけれども、VIX、ボラティリティ

が非常にこの 1Qは下げたんですけれども、比較的、取引のボリュームは維持できておりますの

で、VIX の下げとの比較においても取引は維持できていると。微減にとどまったという形になりま

すし、その他の受入手数料につきまして、こちらは株式とオプションのボリュームによるんですけ

れども、こちらもほぼ維持できている、そんな形になっております。 
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次に、金融収支でございます。 

冒頭、申し上げましたが、固定金利、変動金利の運用の割合が、右側のパイチャートにございます

とおり、だいたい半々のところまで持ってきております。そういったことから、左側、金利の上昇

と比較しますと、金融収支の上昇、お客様からの預り金がいくらかにもよるんですけれども、この

伸び、金利の伸びほど伸びてないねというご質問いただくかなと思うんですが、こちらにつきまし

ては、この固定化されている部分があったということも、一つの要因でございます。 
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次に、トレードステーションは、主要ターゲット顧客をアクティブトレーダー、ハイバリューカス

タマーということで、トレードステーションの中で定義をしまして。そのハイバリューなお客様を

獲得していこうということで、新たなマーケティング施策も実施しているんですけれども、そのト

レードステーションが定義する主要ターゲット顧客が、着実に伸びてきております。 

今、足元、全体の顧客の中で 6%強が主要ターゲット顧客ですけれども、そのターゲットと定義し

ているお客様が、昨年の 1Qと比べますと 48%増えております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

22 
 

 

どういうマーケティング施策、新しいのをやっているのという一つが、サードパーティーとの連携

でございます。 

APIで連携をしまして、FinTechの会社ですとか、あるいはもう金融ではない会社さんですとか、

そういった企業さんに APIを開放し、そこからアクティブトレーダーの口座開設ですとか、取引を

承っているという形でございまして。そのサードパーティー系のお客様からの収益が、収益割合全

体で 34%ほどを占めている形になっております。 

もちろん、オーガニックグロース、オーガニックでの顧客獲得も進めておりますけれども、こうい

った形で API連携をするということもやっております。 
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次に、ここからクリプトアセット事業セグメントでございます。 

コインチェックですけれども、販売所/取引所をベースとしまして、国内暗号資産交換業者とし

て、私どもリーディングカンパニーだと自負しております。最大の顧客基盤を有していると思って

おりますけれども、この販売所/取引所、こちらをレバレッジさせて、法人ビジネス、それは IEO

も含みますが、IEOやその他の法人様のいろいろなクリプト関係、NFTいろんなニーズがあります

が、これに応えていこうということで取り組んでおります。 

NFTや web3のサービスなんかも手掛けている形になっておりまして、販売所/取引所をベースに

ほかの事業に拡大させていくということをやっております。 
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こちらに記載のものが、私どもリーディングカンパニーと思っている材料でございますけれども、

ダウンロードシェアや口座数、それからビットコインの現物取引高とか、この辺りで業界を牽引で

きていると考えております。 

 

そういった販売場/取引所のお客様の基盤をベースに、別の収益源を乗せていこうという中の一つ

の政策が、IEOでございます。IEOは、コインチェックが国内最多実績を有しておりまして、おそ
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らく今まで国内事例は三件とかだと思いますけれども、うち二つをコインチェックが手掛けてきま

した。 

第 1号案件も、コインチェックでございました。 

先日、第 3号案件ですね。コロプラグループさんの Brilliantcrypto と、IEOに向けた契約を締結さ

せていただきまして、これによりゲームと金融を融合させた新しい体験ですとか、GameFiおよび

ブロックチェーンゲームの市場創造を目指していこうということで、今、取り組み始めておりま

す。 

 

そして、コインチェックグループのナスダック上場、De-SPAC上場ですね。こちら、引き続き進

捗しております。 

2023年 7月 2日までだった SPAC の期間、それから契約につきましては、1年間延長されており

まして、2024年 7月 2日に延長されておりますけれども、引き続きサンダー・ブリッジ・キャピ

タルと一緒に、対応をしておるというところでございまして、詳細の内容は申し上げることはでき

ないんですけれども、しっかりとコミュニケーションを取っております。 
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最近、そういったいろいろがある中で暗号資産業界もようやくの回復基調だなと、思っているんで

すけれども、いくつかニュースや数字でも見てとれると思っております。 

左側は、ビットコインの価格、コインベースの株価、マイニング企業の株価をグラフで表しており

ますけれども、2023年年初ぐらいから、ぐぐっと上がってきております。 

その背景にもあるのが、右側にございますけれども、いろんな明るいニュースがクリプト業界にも

出てきておりまして、例えば、世界最大級の運用会社であるブラックロックがビットコイン ETF

を申請しましたですとか、リップルの訴訟ですね。それの進展があったとか、諸々こういった新し

いニュース、明るいニュースも出てきておりまして、長きにわたって冬の時代といわれております

けれども、少しずつ回復の兆しが見て取れるというのが、クリプト事業かなと思っております。 
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こちら、ソーシャルインパクトファンドは運用残高少し伸ばしまして、運用も実際に開始しており

ますというお話。 

 

それから昨今、どこに行っても話題になりますけれども、ジェネレーティブ AI。AIを活用したビ

ジネスの可能性というものも、私どもでも具体的に取り組んでおります。 
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子会社でクラフターという、右側ですね、会社がございますけれども、もともとはチャットボット

なんかのサービスを手掛けておりますが、このクラフターが ChatGPTをビジネスの中で安全に活

用できるツール、「Crew」を開発しまして。こちらマネックス証券でも試験的に社内利用をスタ

ートしているとともに、実は外の自治体の皆さんにもお使いいただけるような形で、こういった形

でグループシナジーも発揮しながら、グループの中での AIの導入を図っていこうということで、

取り組んでおります。 

 

ESG、いろいろ開示も強化しております、というような形でございます。 

以上が説明になりまして、申し上げましたとおり、日本、順調、アメリカも底堅くしっかりと成長

している。そこに少しずつ明るい兆しが見えておりますけれども、クリプトアセット事業がアップ

サイドとして乗っかってきてくるという形で、私ども、引き続き成長していきたいなと思っており

ます。 
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質疑応答 

 

松本 [M]：質問を皆様からお受けしていきたいと思うんですけども、すでにいくつかいただいてお
りまして、事前にいただいた質問もあるのですが、チャット版上は、その前に、SMBC日興の原

さんから三つ質問が来ているので、1番だけ私が答えましょうか。 

原 [Q]：クリプトは 6月以降、良好な市場環境に見えますが、以前と比較して、あまり新規投資家

の流入がないように見えます。リップル裁判、地裁判決を受け、アルトコイン市場はにわかに回復

を見せましたが、この流れをマネタイズできているのでしょうかということです。 

松本 [A]：リップルの裁判は 7月なので、7月になってずいぶんリップルを中心に、アルトコイン

の相場もよくなったりしたので、コインチェックのほうでは収益も伸びています。これ、まだ未開

示の内容なので、これ以上、詳しくはお話しできないんですけど、しっかりとマネタイズができて

います。 

新規投資家の流入がないように見えるというのは、これは実は日本もアメリカも似たようなところ

があってですね。クリプトの相場はよくなってきているんだけれども、アクティビティはそれほど

には戻ってきてないっていうのがあると思います。 

これ、雰囲気的に言うと、クリプトウィンターが、例えば 2月とかになると、冬に比べて 2月とい

うのは、真冬より実は春に近いんですけれども、でもまだ寒かったりして、でも実は春はすぐ近く

まで来てるみたいな、そんな感じじゃないかと思われて。全体の相場も、あるいは新しいちゃんと

した法律の枠組みを作ろうとかですね。ブラックロックがこの BTCの ETFやるとか、いろんなこ

とが起きているんですけれども、ちょっとリテールのお客様のアクティビティは、遅行していると

いうのが、今の状況じゃないかと思うので、今後はそれがだんだん温まってきて、回復してくるの

ではないかとは考えております。 

原 [Q]：2つ目の質問。システム関連費用。日本、システム関連費用が増加とありますが具体的

に。 

清明 [A]：これ、本当にいろんなプロジェクトがありまして、時間軸も様々なんですけれども。 

例えば今、一番大きなプロジェクト走っているのがイオン銀行さんとの提携。これ、2024年 1月

からですけれども、これがあったり、あと新 NISA の対応というのが大きかったり、それ以外にも

様々な改善みたいなものも同時でやっておりますので、ちょっと時間軸がいろいろあります。 
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足元で言いますと、やはり直近で言いますと、2023年 1月に米株信用を出しましたとか、米株信

用のモバイル版をこの 5月か 6月に出しましたみたいなのがあって。そういったのがありますと、

資産化されて減価償却が始まる形になりますので、そういったことでございます。 

どうやってコントロールしてるのかというと、結局、システム投資予算を年間いくら取りますか、

それがどのタイミングで資産化されて減価償却が始まりますかというのと、あとはやや為替、ドル

払いもあったりとかしますので、そういったものがございますので、それを費用と投資予算という

形でコントロールして、ここがあまり増えないようにということで、やってはおりますと。 

原 [Q]：次に、クレディ・スイスの AT1債の販売金額を教えてください。 

清明 [A]：こちらは申し訳ございません。開示しておりませんので、申し上げることができませ
ん。ただ、大きな金額を売ってるわけではございません。 

松本 [M]：次、モルガン・スタンレーMUFG証券の、長坂様から四つほど質問をもらっていまし

て。 

長坂 [Q]：一つ目が、米国の顧客預り金の、運用の固定金利と変動金利の、今 50：50ぐらいとい

うことだけれども、今後の運用比率の見通しはありますかということです。 

松本 [A]：基本は 50：50でいくんだと思うんですけれども、当然、今後の経済の状況とか、イー

ルドカーブの状況によっては変えることはあるとは思いますけれども、当面は今は 50：50でいい

かなというふうに考えていると。 

長坂 [Q]：クリプト事業。販売所/取引所の顧客基盤を生かした法人関連事業拡大推進、その手応

えと中期的な収益規模について。 

松本 [A]：手応えはすごいあって、IEOも今回、コロプラさんとやりますけれども IEOのほうは、

かなり列を成しているというか、いろいろなプロジェクトを一緒にやろうということにも取り組ん

でいて、まだ発表に至ってるものは、そのコロプラさんのだけになりますけれども。なので、かな

り手応えはございます。 

中期的な収益規模も、クリプト、暗号資産のトレーディングでぶわーんと吹くような、ああいう、

なんて言うんですかね。伸びっていうのはないわけですね。これは 1個 1個、限られたリソースの

中で、証券会社でいえば IPOの引き受けをやっていくような、主幹事をやっていくような感じな

ので、一気にぼーんといくわけではなくて、この限られたリソースの、トレーディングの場合には

システムでやっているので、ばーっとマーケットが来れば一気に儲かるんですけれども、IEOの場



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

31 
 

合にはそうはいかなくて、しっかりと積み上げていく形になりますが、中期的な収益規模は、しか

し二桁億円、年間でいくレベルが可能だと思います。 

日本ビジネス。 

清明 [M]：これも長坂さんからのご質問ですね。 

長坂 [Q]：アセマネモデルはさらに推進され、預かり資産も拡大し 7兆円を超過しましたと。中期

的な目標があればということです。 

清明 [A]：今、7兆円ですので、まずは 10兆円かなと思っております。4兆円の時に、よし、アセ

マネモデルだ、と言いましたと。3年で 7兆円にいきましたと。ここに今、この 7兆円の数字、マ

ネックス・アセットマネジメントの運用残高も含んでおりますけれども、ここの伸びなんかを加味

しますと、掛かる期間はもう少し短く、10兆円には届けたいなと思っております。 

長坂 [Q]：ウェルスマネジメント事業、強みや課題についてご評価されているかということで、あ
とは静岡銀行との協業の開始でございます。 

清明 [A]：ウェルスマネジメント事業は、IFA サービスと私どもの中のマネックス PBという子会

社を通じた、マネックス証券でいうとシスターカンパニーですけども、を通じたウェルスマネジメ

ント、両方やっています。 

マネックス PBにつきましては、もともと豊富なメンバーを集めているというのと、何よりも強み

が、マネックス証券、システム内製化しておりますので、商品供給力というか、調達力というか、

例えば外国系の投資信託ですとか、債券ですとか、そういったものを導入して、管理ができる、オ

ペレーションもしっかりできるという基盤がありまして。かつ、そういったお客様向けの帳票なん

かも、ウェブのお客様と異なるような形で、スペシャルな形で作るとか、カスタマイズを、結構で

きる力もあります。 

なので、長きにわたってそのビジネスをやってきたメンバーと、それからマネックス証券の、そう

いったシステムを含めた基盤を掛け合わせられるということが、強いかなと思っております。 

静岡銀行との協業につきましては、発表したの少し前なんですけれども、ようやくいろいろ整えて

いる部分が整ってきまして、この夏から本格的に帯同訪問も含めてやっていこうという形でござい

ますので、これからかなと思っております。 

できるだけ早く、こんな成果が出ましたということをご報告できるように、頑張りたいと思ってお

ります。 
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UBS証券の岡田さんから、トレードステーションですね、まず。 

岡田 [Q]：足元は、米国株式市況が活況です。今後ターゲットを広げ、顧客獲得に最注力をすると
いう拡大戦略の検討余地はありますか。 

清明 [A]：これ、アメリカのトレードステーション、1年前に戦略を変えまして、アクティブトレ

ーダーにフォーカスをするということにしておりますけれども、今のところは、やはりこのアクテ

ィブトレーダー、ハイバリューカスタマーへのフォーカスを維持したいなと思っております。 

LTV（Life-Time Value）ですね。一人顧客当たりのやっぱ収益性みたいなものも見ておりますの

で、マーケティングをどれだけ使っても、いいお客様取れるかというものもバランスだと思います

ので、そういった意味で、トレードステーション、やはり先物取引、オプション取引、結構そうい

ったアクティブトレーダーの方々がご利用になるツール、非常にいいツール持ってますので、ここ

はレバレッジしていきたいと思っております。 

拡大検討余地はないことはないんですけれども、ボトムをしっかりと意識した形で、収益性を上げ

ていきたいと、今のところは思っております。 

次、マネックス証券のお話ですね。 

岡田 [Q]：マネックス証券の個人売買代金のシェア拡大が続いています。主要な競合証券と比べ
て、どういった施策が奏功していると分析されておりますかということです。 

清明 [A]：もともとマネックス証券は、ツールや情報はすごく定評がありまして、やや手数料がち
ょっと高かったと、ほかのネット証券と比べますと。そういったことから、いろいろマネックス証

券で見て、ほかで取引をされるお客様もおられたりとかしましたと。結構ユニークなツールなんか

もご提供しているんですが。 

そういったお客様が、今、2022年 3月に手数料を大きく下げましたので、もう差はほぼないよね

ということで、やはり使いやすいし、使っていただくというような方が増えているのと、それから

投資信託を中心に、お客様が最初に入ってこられたお客様も、株式取引をされるとか、そういった

方々が多く、今、売買代金のシェアは拡大しているのかなと思っております。 

もともと、信用のお客様も他社様と比べて非常に少なかったんですね。現物取引中心の方々が多か

ったんですけれども、信用取引も手数料も、揃えてきましたし、そういった意味では使いやすく手

数料も低いということで、ご認識いただいているお客様が少しずつ増えてきているのかなと分析し

ています。 
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松本 [A]：他社に比べて、現物株のお客様が多いというのは、今のような上げ相場では、シェアが
拡大する方向に寄与するというのは、あると思います。信用取引のお客様は、どういう相場でも一

定の取引をするけれども、現物株の方は、やはりマーケットが上がってこない、上がってくるとや

れやれで売って、また買い戻すとかそういうことで活発になるので。ですから、そういう相場月と

の関係で、今のような相場だとマネックス証券は若干有利であるというのは、過去の例からも言え

るとは思います。 

ほかにご質問はいかがでしょうか。 

清明 [M]：大丈夫ですかね。 

清明 [M]：おそらく、サプライズも特になしという感じで。 

松本 [M]：そうですね。一つ、アナリストの方々、原さんから日本株について、手数料の話。 

原 [Q]：SBIさんが手数料ゼロ化するということをご発表されておりますけれども、追随するので

すか。 

清明 [A]：ここは、元々手数料を強く意識されるお客様だったら、もうすでに他社様使われていた
かなというぐらい、過去は手数料、結構高かったんですよね。そういったお客様、結局残っておら

れて、今少しずつまた取引されてますので、既存のお客様に関しましては、私どもが追随しなかっ

たからといって、じゃあもうほかにいくっていうようなことは、あまりそこまで大きく想定できな

いかなと思っております。 

あとは新規がどうかだと思ってるんですけども。新規は、2024年から新 NISA が始まりまして、

やっぱそこをどう獲得していくかというのが非常に大き井と思います。あるいはその日本株の現物

株から始められるお客様も相応にいますけれども、今は投資信託から資産形成を始めるというお客

様もおられまして、そういった NISA や投資信託につきましては、そもそもその差がないと。販売

手数料も投信は取ってないですし、むしろいろんなサービスも私ども揃えておりますので、その辺

りをちょっと見て、すぐに何か追随するというのは、少し違うのかなとは思っております。もちろ

ん、様子を見て検討しますが。 

松本 [A]：もう一つ、クリプトの IEOに関するご質問、原さんからです。 

原 [Q]：クリプト。第 3弾の IEOはこれまでのように提携から 1年程度かかるイメージなのでしょ

うか？パイプラインは多くあるとのお話ですが、コインチェック側のリソースが現在ボトルネック

になっているのでしょうか？ 
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松本 [A]：IEOは、かなりコインチェックに大変強いアドバンテージがあると思っています。アド

バンテージというのは、今までの日本の IEO実績である 3回のうち 2回、コインチェックがやっ

ているということと、あと、マネックスグループの中のコインチェックということで、その法人の

コロプラさんであるとか、法人顧客等の取引に安心感があるとか、そういうのがあります。 

力を入れているので、後段から先にご説明したほうが早いと思うんですけれども、コインチェック

側のリソースが現在、ボトルネックになっているのか。答えは、増強しています。これは、いいビ

ジネスで、われわれにとって強みのあるビジネスであるので、ここを増強していくと。 

ということで、今までの提携から、実際に IEOするまでの期間というものも、今までよりも短く

していきたいと、そのように考えて取り組んでいるところであります。 

さて、ほかにご質問ございますでしょうか。ないですかね。 

さっき、ちょっと話し掛けたんですけれども、EBITDA の 4ページの表を見ていただきたいんです

けれども、EBITDAがかなりきれいな形で成長していると。ですので、いろいろ当社、マネックス

グループは新しいものに果敢に入っていったりとか、アメリカにおいても結果からすると、ちょっ

と道に迷った戦略を 1回したわけですけれども、そういうのを経て、今はしっかりとバランスの取

れた事業ポートフォリオと、日本においてもアセマネモデル化を進める。 

アメリカにおいては、アクティブトレーダーにフォーカスするということで、しっかりと事業戦略

がはまっている状況であり、安定的に EBITDA が成長していると思われます。CAGR で言うと、連

結ＥＢＩＴＤＡは 50%とかで成長しているので、株式価値にとっても大変重要な結果が出ている

と思います。そういうところを、しっかりと見ていただければと思います。 

加えて、クリプトが、私はもうウィンターは終わって、春がもうそこまで来ているように感じてお

りまして、こちらもしっかりとコストコントロールしてるので、アップサイドのオプションをしっ

かりと持っていると。そんな形で、全体の事業ポートフォリオを組んでおりますので、そのように

見ていただけると幸いです。 

それでは、追加でもしご質問があられたら、IRのほうにご連絡ください。今日はありがとうござ

いました。 

清明 [M]：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 
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脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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